
秋経協・二水会第２６回会員総会 
が、６月１０日（水）アルバートホテ 
ルにて、出席者３５名（委任状出席 
１７名）のもと開催された。 

はじめに赤石代表幹事が開会の挨 
拶を行い、引き続き議長に就任し議 
案審議となった。 

議案は、いずれも異議なく満場一致で承認された。今年の企業視察候補先を県南３先とし９月９日 
実施を軸に準備すること、また１０月９日に秋田市で開催される第７８回東北経営者大会の事前準備 
と円滑な運営に向けて二水会会員が強力にバックアップしていくことについても了承された。 
「その他」として、１２月例会での意見・情報交換テーマについて意見交換を行い、事務局で作成 

した素案をもとに、次回の幹事会で決定することとした。 

総会終了後に幹事会が開催され、赤石昌之氏（㈱秋田魁新報社）、廣島一朗氏（秋田酒類製造㈱）の 
両氏が代表幹事に選出された。 

 

講演会 

総会に続いて講演会を開催し、あきた企業活性化センター秋田県プロフェ
ッョナル人材戦略拠点マネージャー 菊地 智英氏とサブマネージャー 佐藤 
聡氏より「県内企業における副業プロ人材の活用事例」をテーマに講演いた
だいた。 
秋田県の副業プロ人材成約数は全国４位と上位にある。月額５万円程度で

業務委託ミッションの活用により、売上向上や事業計画立案、人事評価制度
の改革などの経営課題を解決した県内企業の具体的事例を主体に詳しく解説
いただいた。副業人材のスキルを既存従業員に習得させて成長を促進する成
功事例のほか、反対に業務の丸投げやコミュニケーション不足によって失敗

に至った事例もとりあげられ、実務上大変参考となる講演となった。 
 

懇親会 

講演会終了後は、懇親会を開催。乾杯は、廣島代表幹事が挨拶を兼ねて行った。会員が一堂に会す
るのは今年 2月以来ということもあって会員同士話が尽きず、和やかに懇談が進んだ。 
今年度第１回の例会は７月７日に開催される。 

議案 

第１号議案 令和７年度事業報告及び収支決算の承認《監事による監査報告》 

第２号議案 令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

第３号議案 任期満了に伴う役員の選任 

その他 

 


